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玄米一粒成分自動選別機の開発

育種の分野においては種子の成分による選別が主要な課題となっている。そこで、
玄米一粒の化学成分を非破壊的に迅速測定し選別する装置の開発を行った。

5

6

7

8

9

10

11

12

5 6 7 8 9 10 11 12

actual protein (%)

N
I
R
-
p
r
e
d
i
c
t
e
d
 
p
r
o
t
e
i
n
 
(
%
)

P rotein in single 
kernel rice

SEP = 0.37
Bias = 0.05

光源

検出器

振動供給器

インデックス搬送円盤

光学系 (950-2050nm)

選別部（5段階）

分光器1
950-1650nm

分光器2
1350-2050nm

光源

測定部

入力側光ファイバー

ビームスプリッタ

光学部

振動供給器

第1インデックス
搬送円盤

第2インデックス
搬送円盤

光学系

研究用装置

実用機

技術移転

出力側
光ファイバー

玄米

長波長域のスペクトルを用いた近赤外透過法により、玄米一粒のタンパク質を高い測
定精度(SEP:0.43%)で、迅速(7粒/10秒)に測定でき、その値により玄米を一粒ずつ選
別することが可能となった。
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